
 

 

 

 

 今回は「身体障害」の中から「肢体不自由」について説明していきたいと思います。 
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 私が入社して３６年になりますが、その間に障がいのある方が４名程入社

されました。しかし長続きせず、辞めていかれる方がほとんどでした。 

障がいを克服されて社会でも活躍されている方々が何度もメディアに取

り上げられておりますが、近年弊社でも「地域の役に立てることは何なの

か？」と考える機会がありました。時期を同じくしてハローワーク・福祉会

の方々との出会いがきっかけで障がいのある方でも働ける仕事があるので

はと思い、３名の方を紹介して頂きました。現在は１名が在職中ですが、自

らの手に合う仕事がみつかり製品の寸法検査を担当してもらっています。 

 今後障害者雇用を地域で広めて行くに当たり、最も大事なことは「会社・

本人・家族」との間で強み、弱みを把握し、認め合うことだと気付きまし

た。この三位一体が理解できれば、雇用は拡がると思います。 

 関係諸兄姉の皆様とともに取り組んで参りますので、障がいのある方も諦

めず前向きに取り組んでください。 
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 「肢体不自由」には、上肢（腕や手指、肘関節な 

ど）の障害、下肢（股関節、膝関節など）の障害、 

体幹障害（座位、立位などの姿勢の保持が難しい 

こと）、脳病変による運動機能障害（脳性麻痺） 

などがあり、それらのいくつかを複合している場 

合もあります。                

障害の原因は、脊髄損傷、脳血管障害、事故などに

よる切断・骨折や脳性麻痺などです。 

上肢に障害がある方は、物の上げ下ろしや物を運ぶ事、字を書く事や細かい作業

等が難しく、下肢に障害がある方は、立つ、座るという同じ姿勢でいる事や移動す

るといった動作等が困難な場合があります。その様な状態を補うために車イスや

杖、義肢（義手・義足）のような補装具等を利用するかたもおられます。エレベー

ターやスロープの活用、通路の拡大、トイレの設備改善（手すりを付ける、広めの

空間を確保する等）、作業机の高さ調整等の配慮が必要です。肢体不自由の方の中

には、運動障害だけでなく、温度調節が難しい方もいますので、その方に合わせた

温度調節の配慮も必要です。 

 また、障害の程度によっては、自動車を改造すれば運転できる方もおられます。

運転する場合には、義務づけはされていませんが「身体障害者マーク」を貼ること

が推奨されています。 
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平成２４年４月から庁舎管理の仕事をしていただいて 

います。ハローワークを通じて募集をしましたが、 

大井さんの誠実さ、性格を見てきちんと仕事をして 

もらえると感じました。４月１日から採用し、今まで 

ほぼ休みなく出勤されています。こちらが指示した仕事についても、きちんと

クリアできており、大変ありが

たく思っています。 

今後は農務作業や、研究調査

の手伝いなどにも仕事の幅を

広げていってもらおうと考え

ています。ここでの経験を今後

に生かしていってほしいと思

います。 

 

～障害があり、働く人々の 

仕事への思い～ 

 

  

 

                         にお話を伺いました。 

  

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

～だれもが住みやすいたんごのために～ 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


